
まちづくりの基本的な考え方とめざす姿 
 

■ まちづくりの基本的な考え方 

 (1) 夢や希望に向かってチャレンジする。 

 (2) 持てる力を出し合い、共に創る。 

 (3) 地域全体で子どもを大切に育てる。 

 (4) 人やまちとのつながりを大切にする。 

 (5) 多様性を認め合う。 
 

■ めざす姿 

ひとの未来 

 (1) 多様な背景を持つ誰もが、地域の一員としてつながり、お互いの信頼係のもと、

安心して暮らしている。 

 (2) 地域への愛着と誇りを持ち、その魅力を伝え、共感する市民が増えている。 

 (3) 地域活動、市民活動、文化活動などに関わる活発な市民が増え、いきいきと活動

している。 

 (4) 自然と共生する落ち着いた暮らしを求める人、とりわけ子育て世帯が暮らしの場

として選び、定住している。 

 (5) 子どもから高齢者まで幅広い世代の人が、地域の多様な人との関わりの中から学

び合い、高め合っている。 

 (6) 自分に合ったスポーツや健康づくりを行うことができ、健康寿命が延びている。 

まちの未来 

 (1) 持続可能な整備とマネジメントにより土地の有効利用が進み、にぎわいが生まれ

るまちになっている。 

 (2) 自然災害に強く、治安がよい、安全で安心できるまちになっている。 

 (3) 高度な技術を活用した、交通や買い物などの利便性の高いまちが形成されている。 

 (4) 地域経済の活性化に資する企業が増加し、自然との調和を図りながら操業してい

るとともに、市内に起業しやすい環境が整備されている。 

 (5) 豊かな緑や海、歴史、伝統、文化などの魅力が磨かれ、落ち着いた雰囲気は未来

につながれており、観光などに広く活用されている。 

 (6) 行政は、様々なまちづくりの主体と共に戦略的な地域経営を進めている。 
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